
別記様式 

 担当課 生涯学習課 

会 議 の 名 称 第３回鴻巣市立図書館協議会 

開 催 日 令和５年３月１７日（金） 

開 催 時 間 午前９時５７分 開会 ・ 午前１１時４０分 閉会 

開 催 場 所  鴻巣市役所本庁舎３階３０３会議室 

議長(委員長・会長) 

氏 名 
委員長 奈良 高男 

出席者(委員)氏名 

（出席者数） 

奈良高男 田中さえり 森田文江 新井みほこ 平野康子  

新井守夫 八馬武徳 金子雅子 中島規夫     （９名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 
橋本 浩                    （１名） 

事務局職員職氏名 

鴻巣中央図書館長      工藤正史 

吹上図書館長        吉田孝太郎 

川里図書館長        保坂彩子 

生涯学習課長        髙橋和久 

生涯学習課主査       小山文代 

生涯学習課主任       應本麻衣子 

TRC埼玉          辻本直人 

TRC図書館サポート事業部  安藤禎洋 

傍聴の可否 可（０人） 

会
議
の
内
容 

１．開会 

２．あいさつ 

３．議事 

（１）令和４年度事業計画進捗状況報告 

   ・４月１日～２月２８日実績 

（２）令和５年度事業計画案 

（３）その他 

４．連絡事項 

  図書館人事異動について 

５．閉会 

【質疑応答、決定事項等】 

１ 令和４年度事業計画進捗状況報告について説明を行い、次のような意見が

あった。 

 ・事業結果について募集定員イコール参加者数となる企画が多かった。企画

はどのように選定しているのか。⇒長年の図書館職員としての経験、他の

図書館の情報を得て企画、利用者のアンケートに上がった要望を参考にし

ている。 

 ・アンケートは今後の図書館運営に活かす予定があるのか。⇒現在アンケー

ト結果を集計中、今後の協議会で報告する予定。 



会
議
の
内
容 

  ・各図書館でライブや、和楽器演奏会、落語会等は図書館に似つかわしくな

い事業だが、図書館に来館してもらう機会となり意義のあること、多岐に

わたる取り組みは良い事だと思う。  

 

２ 令和５年度事業計画について説明を行い次のような意見があった 

・新規事業を取り入れるのなら、事業のスクラップアンドビルドの検討を。 

・郷土史の受入れ、コーナーのＰＲを積極的に行ってほしい。図書館は情報

的役割を果たせるので積極的に活用をしていただきたい。⇒郷土史の受入

れは現在も行っている。コーナーが利用者の目に触れるように装飾など工

夫していきたい。 

・子ども達の調べる学習講座などで、インターネット、ＡＩの危険性につい 

て教えて欲しい。⇒調べる学習講座でもインターネットを使って調べるこ 

ともできるが、１００％精査されている情報ではないことを伝えている。 

  ・子ども読書推進計画にあるように保護者に向けて家庭での読み聞かせをす 

すめる働きかけをしてほしい。⇒セカンドブック事業について案内する

際、より家庭での読み聞かせが推進されるように資料について検討してい

きたい。 

・図書館も多様化し、図書館自体を人が集まる場所として開放する自治体も 

出てきている。様々なイベントを企画してまず図書館の存在を知ってもら

うために柔軟性を持たないといけない。 

・本を貸すだけの時代ではない。市民が求めるものに対応していくこと大事。 

・図書館は情報発信基地、図書館を利用してもらうため様々な取り組みを期 

待している。 

 ⇒図書館の意義から逸脱しない範囲で事業計画・実施していく。 

 

配

布

資

料 

・次第 

・令和４年度第３回鴻巣市立図書館協議会配布資料 

・令和５年度図書館ブックリスト（案） 

 


